
「福井県感染拡大特別警報」発令（３月２１日まで）を受けて 

家庭と学校での感染対策強化を！ 

校長 佐々木栄秀 

１ 福井県内の感染現状 

 ・【 家庭 ⇔ 学校 】における新規感染者・・・県全体の７～８割 

    ・校内感染：２～３割   家族感染：４～５割 

 ・福井県の１日当たりの感染者数の過去最悪のワースト６日が、この１週間

（３月７日～１３日）内にある。（559,433,418,394,392,384） 

１０万人当たりの感染者数は、全国でワースト５位。 

 ・学校（小・中・高どこででも）の感染者数は、地域の感染状況に影響され、

学校と当該地域は、連動して感染者数が増加している。 

 ・家庭・学校など、「気を許せる」場所で拡大していることが最も厄介。 

 

２ 感染対策 

 ・学校でも家庭でも、「持ち込まない」・「中で広げない」・「持ち出さない」 

 ・近所や地域の小中学校で感染者が出たら、家庭でも注意を。 

 

３ 感染に対する留意点 

・家庭に体調不良者が出たら、とりあえず、家族全員、自宅待機。登校しない。 

家庭内で、発熱や風邪症状の発症がある人が出た時点で、適切な対策をして

いなければ、家族はすでに感染している可能性が高い。 

・体調不良者は、すぐに、かかりつけ医者に受診または、相談センターに相談

し、その家族が検査対象になった場合、結果判明まで全員自宅待機。 

さらに、陽性が判明した時点では、検査の必要もなく、濃厚接触者扱いで、

１０日の自宅待機になる。 

 

・家庭内で、校内で、部活動前後に、寮内で、「広げない」対策を徹底。 

 換気をする（密閉しない）。距離を取る（密にならない）。接触（密接）を避

ける。飲み物・タオルなどを共有しない。活動を制限する。 

 

・食事中は、「お話はマスク」を徹底。 気を抜くと、つい、密着し、声が大

きくなり、マスクを掛けるのを忘れがちになるものだ。 

 

・スーパーコンピュータ富岳の分析によれば、感染率は、 

 マスクなしの５０ｃｍでは、１００％感染 ⇔ マスク有りの１mは、０％  

 


